
『
易
林
本
節
用
集
』

の
漢
字

メh
寸

浩

子

西

原
刻
易
林
本
節
用
集
に
は
次
の
よ
う
な
刊
語
が
あ
る
。

ガ
ン

夕
、
セ

有
レ
客
携
矩
巻
目
日

此

節

用

集

十

字

九

皆

贋

也

正

一
諸

於

韻

舎

檀

部

損

諾

則

A

川
工
刻
レ
梓
罵

如
一
愚

夫

弄

暖

何

耕

字

董

之

誤

一哉

惟

取

定

家

卿

偲

名

遣

一
非

書

伊

為

越

於

江

恵

之

六

隔

段
-以
返
レ
乙
一
五
世
慶
長

二

町

易

林

誌

右
の
刊
語
を
巡
っ
て
森
本
義
彰
氏
は

か
く
の
如
く
新
門
跡
光
昭
の
教
導
掛
と
し
て
諸
種
の
書
籍
に
嘗
っ
て
居
る
中
に
、
度
々
の
轄
写
に
依
っ
て
「
此
節
用
集
十
宝
え
皆

贋
也
」
と
言
ふ
様
な
状
態
に
在
っ
た
節
用
集
を
、
活
用
に
便
な
ら
し
め
ん
が
為
に
、
自
ら
改
訂
し
寺
内
に
住
す
る
平
井
休
興
を
し
て

開
板
せ
し
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
。
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と
述
べ
、
朝
倉
亀
三
氏
は

56 

此
『
節
用
集
』
や
、
著
作
以
来
久
し
く
写
本
に
て
伝
は
り
し
を
以
て
伝
写
の
誤
頗
る
多
く
、
時
に
無
名
氏
の
恐
ま
ま
な
る
増
補
、

削
除
の
厄
に
逢
ひ
・
:
加
ふ
る
に
魯
魚
の
誤
頗
る
多
く
、

E
件
名
に
足
ら
ざ
る
所
あ
る
を
以
て
、
慶
長
二
年
易
林
之
を
訂
正
増
補
し
・
:

注
ー

と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
両
者
と
も
に
「
度
々
の
転
写
で
誤
り
が
多
い
」
又
「
易
林
が
そ
れ
を
訂
正
し
た
」
と
す
る
が
、
刊
語
を

中
垣
夫
に
読
む
限
り
、
易
林
は
漢
字
の
訂
正
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
、
刊
語
は
易
林
の
謙
辞
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
の
が

大
方
の
よ
う
で
、
そ
の
理
由
と
し
て
易
林
が
節
用
集
の
校
訂
者
と
し
て
加
何
に
相
応
し
い
学
殖
を
有
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
き
た
。

確
か
に
刊
語
の
「
十
24九
皆
贋
也
」
は
、
た
と
え
誇
張
が
あ
る
に
し
て
も
、
現
在
我
々
が
目
に
す
る
と
こ
ろ
の
節
用
集
の
印
象
か
ら

注
2

は
浮
か
び
上
っ
て
こ
な
い
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
、
刊
語
の
中
で
客
が
挙
げ
た
辞
書
は
『
韻
舎
』
『
穫
部
韻
』
で
あ
る
。

つ
ま
り
客
の

言
う
「
十
字
九
皆
贋
也
」
と
い
う
の
も
『
韻
舎
』

『瞳
部
韻
』
と
い
っ
た
中
国
の
辞
書
を
規
範
に
し
た
立
場
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
十
分
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

一一
字
形
の
誤
り
が
な
く
て
も
、
中
国
の
辞
書
を
規
範
と
し
た
場
合
に
は
、
誤
り
、
あ
る
い
は
出
鱈
目
と
映
り
か
ね
な
い
漢
宰
キ
衣
記
が
易

林
本
節
用
集
の
中
に
は
か
な
り
あ
る
。
そ
れ
は
次
に
例
示
し
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
も
客
の
目
に
は
贋
也
と
映
っ
た
可
能
性
は

A
万
葉
仮
名
的
な
当
て
字
、
又
「
仮
名
書
」

47一人E

十
分
に
あ
る
。



叫

w骨
骨
昏
骨
(
上
問
)

f

p

d

骨
骨
M
W
山
(
上
川
)
弁
蹴
妃
(
上
制
)
都
令
部
(
上
初
)
肋
骨
u
m
(
上
初
〉
帝
献
野
(
上
倒
〉
部
停

(
上
山
川
)
リ
鳥
の
名
(
筆
者
注
)
浦
山
敷
(
上
伽
)
右
流
左
死
(
上
伽
)
分
直
(
下
村
)
不
律
(
下
村
)
指
身

身
(
筆
者
注
)
衣
更
著
(
下
加
)
松
蘇
利
(
下
訓
)
な
ど
。

注
3

B
漢
和
辞
典
に
無
く
、
異
体
字
か
と
思
わ
れ
る
も
の

(
下
財
)

束。

47一人E

①
鬼
や
卑
の
頭
の
「
ノ
」
が
落
ち
て
「
鬼
」
「
早
」
と
な
っ
た
も
の
。

イ

キ

ス

タ

マ

イ

モ

ガ

シ

ラ

イ

エ

ノ

カ

ミ

イ

シ

ノ

ス

タ

マ

イ

ラ

ラ

タ

ハ

ヅ

ル

(

ボ

ン

)

ヒ

(

ホ

ト

ト

ギ

ス

}

ヲ

-

一

-

ノ

シ

窮
鬼
(
上
げ
)
魁
芋
(
上
げ
)
腫
(
上
け
)
腫
(
上
け
)
利
鬼
(
上
村
)
慨
(
上
問
)
凡
早
(
上
肋
)
萄
晦
(
上
肋
)
鬼
志
許

タ

サ

カ

ン

パ

ツ

キ

{

カ

リ

】

タ

マ

シ

ヒ

ク

ワ

イ

タ

マ

ノ

ヲ

ツ

チ

タ

レ

草
(
上
川
)
早
魅
(
上
初
・
桝
)
餓
鬼
(
上
耐

-m)
蒐
(
上
肘
)
魂
・
幌
(
上
耐
)
大
般
若
魁
(
上
仰
)
魂
緒
(
上
仰
)
塊

(
上
山
)
鉱
(
上
財
)
艇
(
上
旬
以
降
ベ
上
旬
ぽ
膨
(
上
旬
叫
(
下
也
監
(
下
旬
震
(
下
旬
髭
(
下

ヨ

ギ

イ

タ

テ

タ

グ

ツ

(

サ

キ

ガ

ケ

V

キ

ジ

ン

ダ

イ

フ

キ

チ

タ

ボ

タ

セ

牟

ミ

ニ

タ

シ

h
y
ピ
レ
ル

的
)
胡
鬼
板
(
下
山
)
侃
儲
(
下
財
)
魁
(
下
肘
)
鬼
神
大
夫
(
下
初
)
鬼
畜
木
石
(
下
船
)
醜
(
下
抑
)
薄
(
下
制
・
伽
)

エ

ン

ズ

イ

ヒ

サ

キ

ヒ

ト

ヒ

ノ

ザ

ウ

ヒ

ヨ

ド

リ

ヒ

セ

ン

ヒ

エ

ヒ

ル

ム

ヒ

リ

メ

ク

ヒ

ク

ワ

イ

楓
(
下
伽
)
稗
販
(
下
財
)
牌
臓
(
下
財
)
鴨
(
下
仰
)
卑
賎
(
下
耐
)
稗
(
財
)
塞
簿
(
下
伽
)
癖
停
(
下
耐
)
卑
懐
(
下

{

ヒ

ヌ

ム

)

号

、

モ

ノ

ニ

オ

ソ

ハ

ル

制
)
輩
(
下
肘
)
酔
(
下
約
)
踊
(
下
伽
)
な
ど
。

②
魚
や
魚
篇
の
「
…
」
の
部
分
が
「
火
」
と
な
っ
た
も
の
。

イ

ヲ

ノ

カ

シ

ラ

イ

ロ

コ

イ

シ

プ

シ

イ

ザ

サ

メ

イ

ヲ

ノ

コ

ア

ワ

ピ

ア

メ

同

ア

ギ

ト

ア

ン

コ

ウ

ア

イ

ギ

ャ

ウ

ナ

イ

ア

ヂ

ア

ザ

チ

鍍
・
鱗
・
鎚
・
鋤
・
鱒
(
以
上
、
上
け
)
飽
・
江
鮭
・
競
・
娘
・
鮫
鯨
・
鰻
鯛
・
鯨
・
鯵
・
鰍
(
以
上
、

下
川
)

他

に
用
例
多
数
省
略

③
「
茸
」
が
「
耳
」
と
な
っ
た
も
の
。

イ

ワ

タ

ケ

ハ

リ

タ

ケ

ネ

ズ

タ

ケ

タ

リ

タ

ケ

ク

ス

タ

ケ

マ

ヒ

タ

ケ

シ

イ

タ

ケ

シ

パ

タ

ケ

暑
耳
(
上
け
)
鋪
耳
(
上
初
)
鼠
耳
(
上
抑
)
苧
耳
(
上
伽
〉
稿
耳
(
上
伽
)
舞
耳
(
下
汁
)
椎
耳
(
下
制
)
芝
耳
(
下
川
)

な
ど
。
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④
辰
の
「
「
」
の
中
の
「
民
」
の
部
分
が
「
民
」
と
な
っ
た
も
の
。

イ

グ

チ

エ

ギ

ワ

ウ

(

ホ

ク

〉

シ

ン

ト

キ

ワ

ラ

ン

ヘ

ヂ

シ

シ

チ

ハ

ヤ

プ

ル

リ
ャ
ウ
u
y

ン

カ

シ

ン

触
屑
(
上
け
)
脹
(
上
山
川
)
北
辰
(
上
山
川
)
辰
(
上
加
)
仮
(
上
初
)
地
買
(
上
倒
)
千
早
撮
(
上
制
)
良
原
(
上
制
)
佳
辰

タ

ツ

タ

ン

ク

ワ

ノ

ク

チ

ピ

ル

ク

チ

ピ

ル

{

ウ

ワ

シ

キ

〕

シ

ト

本

シ

ン

ド

ウ

シ

シ

キ

ン

ス

タ

(
上
伽
)
辰
(
上
初
)
丹
菓
屑
(
上
伽
)
屑
(
上
刷
)
輯
(
上
制
)
偏
向
(
下
川
)
貫
動
(
下
山
川
)
寅
禁
(
下
山
)
縛
(
下
財
)

58 

な
ど
。

⑤
井
の
頭
の
「
リ
」
の
部
分
が
「
L
H

」
や
「
々
」
と
な
っ
た
も
の
。

(

イ

ッ

)

ヘ

イ

ホ

ト

パ

シ

ル

ヘ

イ

ヂ

ウ

モ

ン

ヘ

イ

リ

・

ヘ

イ

ジ

ヘ

リ

タ

ダ

ル

ド

ピ

ン

カ

メ

キ

ノ

ミ

ヅ

一
瓶
(
上
汁
)
近
(
上
川
)
広
重
門
(
上
肘
)
緋
欄
(
上
肘
)
瓶
子
(
上
肘
)
謙
(
上
肘
)
土
瓶
(
上
町
)
瓶
井
水
(
上

そ

チ

カ

ト

リ

カ

メ

タ

ウ

ピ

ン

ナ

ラ

プ

ワ

ハ

ナ

リ

ウ

チ

ヤ

ス

ラ

フ

7

・、

初
)
掻
餅
(
上
山
川
)
梯
餅
(
上
抑
)
線
(
上
制
)
瓶
(
上
伽
)
湯
瓶
(
上
耐
)
験
(
上
初
)
嫌
打
(
上
伽
)
鈴
掛
〈
下
け
)
鱗

サ

ス

ラ

フ

シ

カ

シ

ナ

ガ

ラ

ピ

ャ

ウ

プ

グ

サ

ピ

ャ

ウ

プ

モ

ド

タ

(
下
川
)
井
(
下
加
)
蛤
塀
(
下
財
)
傍
(
下
山
)
扉
風
草
(
下
制
)
扉
風
(
下
制
)
嫌
(
下
桝
)
な
ど
。

密
情
の
上
の
部
分
「
世
」
が
「
惜
」
と
な
っ
た
も
の
。

倒
幣
(
上
門
)
幣
万
(
上
刊
)
幣
(
上
付
)
腹
帯
(
上
肘
)
帯
副
(
上
財
)
幣
(
上
町
)
蛸
腕
(
上
財
〉
蒋
(
上
肋
)
詩
情
(
上

肘
)
滞
(
上
肘
)
唐
帯
(
上
制
)
締
帯
(
上
制
)
帯
万
(
上
刷
)
滞
留
(
上
約
)
幣
侃
(
上
耐
)
束
帯
(
上
川
)
上
帯
(
上
制
)

除
日

ゲ

ウ

タ

イ

ヒ

ラ

ダ

幣
M
M
(
上
側
)
凝
滞
(
下
付
)
締
(
下
制
)

⑦
衆
の
「
|
」
の
下
が
「
レ
」
の
よ
う
に
右
に
は
ね
た
も
の
。

ト
2
6

ヨ

リ

ト

サ

マ

ツ

メ

ヒ

h

，
oeウ
ヒ

ン

デ

イ

オ

ホ

シ

ヨ

サ

メ

殺
(
年
寄
|
上
川
、
外
様
|
上
川
、
若
1

上
制
、
僧
ー
上
制
、
詰
|
上
制
、
評
定
|
下
刷
、
兄
弟
|
下
財
)
衆
(
上
附
)
粟

Y

A

ジ

ウ

シ

ャ

タ

ジ

A

シ

&

を

ロ

モ

ロ

ス

ダ

ク

(
下
村
)
殺
徒
(
下
財
)
衆
生
(
下
竹
)
積
東
(
下
制
)
七
殺
(
下
制
)
来
(
下
制
)
表
(
下
抑
)
な
ど
。

⑧
骨
の
「
閉
」
の
部
分
が
「
開
」
と
な
っ
た
も
の
。

カ

タ

サ

キ

ナ

メ

ス

ス

キ

ナ

メ

ヒ

ル

ス

ヂ

リ

ユ

ガ

ム

偶
(
上
初
)
滑
耳
(
上
肘
)
滑
痢
(
上
初
)
哨
斜
(
下
問
)
な
ど
。
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⑨

「示
」
と
あ
る
べ
き
部
分
が
「
木
」
と
な
っ
た
も
の
。

ハ
ナ
ダ

シ
ラ
カ
ゲ

棟
(
上
初
)
厩
馬
(
下
約
)
な
ど
。
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⑮

「
づ
」
と
あ
る
べ
き
部
分
が

「
ご
と
な
っ
た
も
の
。

機
仔
(
上
肘
)
芋
(
上
肘
)
な
ど
。

⑪

「
呂
」
と
あ
る
べ
き
部
分
が

「
口
巴
と
な
っ
た
も
の
。

ヘ
イ
リ
・

ノ
キ
ス
ケ

緋
欄
(
上
肘
)
相
(
上
伽
)

⑫
「
費
」
と
あ
る
べ
き
部
分
が
「
汗
」
や
「
井
」
と
な
っ
た
も
の
。

檀
那
(
上
刷
、
上
肘
)
崩
姉
(
上
耐
)
な
ど
。

⑬
「
梁
」
と
あ
る
べ
き
部
分
が
「
采
」
と
な
っ
た
も
の
。

タ
ン
ダ
イ

サ
グ
リ

サ
グ
ル

ザ
グ
リ
ダ
イ

シ

ン

セ
ツ

シ

ン

ヂ

ウ

ジ
ン
ジ
ン

陸
探
微
(
上
伽
)
探
題
(
上
制
)
探
(
下
加
)
探
(
下
財
)
探
題
(
下
肘
)
深
雪
(
下
財
)
深
重
(
下
山
)
甚
深
(
下
山
川
)
漫

深
(
下
川
)

⑭
「
呉
」
の
部
分
が
「
呉
」
と
な
っ
た
も
の
。

タ
ノ
U
Y

フ

ク
レ
タ
ケ

娯
(
上
耐
)
呉
竹
(
上
伽
)
な
ど
。

⑮
「
畢
」
な
ど
の
「
掌
」
の
部
分
が
「
す
」
と
な
っ
た
も
の
。

ツ
ミ

・

ワ

ヒ

パ

ラ

サ
ウ

平
命
(
下
制
)
串
波
羅
草
(
上
財
)
な
ど
。

た
だ
し
、
右
の
B

|
①
⑥
⑧
あ
た
り
は
『
龍
命
手
鑑
』
な
ど
の
中
国
辞
書
に
も
見
ら
れ
る
字
形
で
あ
る
か
ら
客
の
目
に
贋
と
映
っ
た

か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
易
林
本
節
用
集
と
対
照
的
な
の
が
同
一
人
物
の
書
写
、
編
纂
に
よ
っ
て
成
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
夢
梅
本
倭
玉
篇
で

60 

あ
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
刊
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。

A重
型警

;i 
と種

震i
z季
2警

暴i
の者
倭也
玉岩

ii 
を大
『荒

喜善
』月
2 日

量襲

命
手
鑑

等

よ

て
fT 

て

る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

そ
こ
で
右
に
見
た
B
の
各
項
の
文
字
が
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
る
と
、
①
は
倭
玉
篇
に
お
い
て
も

「
鬼
」
や
「
卑
」
の
よ
う
に
、
頭
に
「
ノ
」
の
つ
か
な
い
字
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
龍
命
手
鑑
』
と
も
合
致
す
る
字
形
で

注
4

あ
る
が
、
清
時
代
の
異
体
字
辞
書
『
正
字
通
』
は
「
鬼
」
を
古
い
字
形
と
し
、
「
鬼
」
を
今
の
字
形
と
し
て
い
る
。
②
は
夢
梅
本
倭
玉

篇
で
は
、
す
べ
て
「
魚
」
の
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
易
林
本
節
用
集
で
も
「
魚
」
と
「
負
」
と
が

注
4

注

4

混
り
合
っ
て
い
る
。
『
技
泰
正
俗
字
耕
』
に
は
「
魚
古
作
集
」
と
あ
り
、
ま
た
『
異
体
字
排
』
に
は
「
隻
臨
」
と
あ
る
。
③
は
夢
梅
本

倭
玉
篇
で
は
「
茸
」
の
字
形
で
、
我
が
国
の
異
体
字
辞
典
類
に
も
タ
ケ
の
意
味
で
「
耳
」
の
文
宰
を
用
い
た
例
は
管
見
し
て
い
な
い
。

往
4

④
は
夢
梅
本
倭
玉
篇
で
は
「
辰
」
の
字
形
で

「
犀
」
の
字
形
は
見
ら
れ
な
い
。
『
古
今
異
字
叢
』
に
は
「
振
・
振
・
撮
」
と
三
種
類
の

字
形
が
見
え
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
我
が
国
で
は
中
、
近
世
頃
異
体
字
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
龍
命

手
鑑
』
で
の
こ
の
文
字
は
、
倭
玉
篇
と
同
じ
「
辰
」
の
字
形
で
あ
る
。
⑤
は
倭
玉
篇
で
は
「
採
」
の
よ
う
に
、
頭
の
部
分
が
「
L

と

に

な
っ
た
字
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
文
字
は
『
龍
禽
手
鑑
』
で
は
「
排
」
の
字
形
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
他
の
中
国
辞

の
字
形
と
一
致
す
る
。
⑦
は
倭
玉
篇
で
は
「
衆
」
の
字
形
で
、
縦
棒
の
跳
ね
が
易
林
本
節
用
集
と
逆
の
方
向
で
あ
る
。
『
龍
命
手
鑑
』
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書
に
「
務
」
の
字
形
が
認
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
⑤
は
倭
玉
篇
で
は
「
帯
」
の
字
形
で
、
易
林
本
節
用
集
及
び
『
龍
禽
手
鑑
』



注
4
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で
は
「
衆
」
の
よ
う
に
縦
棒
が
跳
ね
な
い
字
形
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
異
種
同
字
編
』
や
『
正
措
録
』
に
は
「
殺
」
や
「
来
」

の
文
字
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
中
、
近
世
の
異
体
字
と
し
て
我
が
国
で
は
用
い
ら
れ
て
い
た
字
形
で
あ
ろ
う
。
⑧
に
つ
い
て
は
、
注

5

倭
玉
篇
も
「
骨
」
の
字
形
に
な
っ
て
お
り
、
易
林
本
節
用
集
、
『
龍
命
手
鑑
』
と
も
一
致
す
る
。
⑨
に
つ
い
て
は
倭
玉
篇
で
は
「
標
」

の
字
形
で
、
易
林
本
に
見
る
字
形
は
我
が
国
の
異
体
字
辞
典
類
に
も
管
見
で
き
な
か
っ
た
。
⑮
に
つ
い
て
も
倭
玉
篇
は
「
持
」
の
字
形

注
4

で
易
林
本
の
字
形
は
他
に
見
出
せ
な
い
。
⑪
に
つ
い
て
は
倭
玉
篇
は
「
椙
」
の
字
形
で
易
林
本
の
字
形
は
『
正
俗
字
例
』
に
「
自
・

ノ
キ
ス
ケ

口
口
」
「
間

・
間
」
の
両
字
形
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
「
相
」
に
つ
い
て
は
易
林
本
節
用
集
に
「
相
」
(
上
伽
)
「
栢
」
(
下
村
)
と
二
通

り
の
字
形
が
見
ら
れ
る
。
⑫
に
つ
い
て
も
「
斉
」
の
字
形
は
倭
玉
篇
に
も
み
ら
れ
る
が
「
井
」
の
字
形
に
つ
い
て
は
見
ら
れ
な
い
。
概

し
て
「
那
」
な
ど
の
「
方
」
の
部
分
の
異
体
字
と
し
て
は
「
斉
」
や
「
持
」
は
あ
っ
て
も
「
井
」
を
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し

注
4

『
別
檀
字
類
』
に
は
「
邪
・
都
」
や
「
鴻

・
捕
」
の
字
形
が
見
え
る
か
ら
、
こ
れ
も
中
、
近
世
の
異
字
体
と
し
て
は
通
用
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
⑮
も
倭
玉
篇
で
は
「
探
」
の
字
形
で
あ
る
。
し
か
し

『正
俗
字
例
』
に
は
「
探
」
の
異
体
と
し
て
「
探
」
が
挙
っ
て
い
る
。

⑭
は
倭
玉
篇
で
は
「
呉
」
の
字
形
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
『
正
俗
字
例
』
で
は

「呉
・
具
」
の
両
形
が
見
出
せ
る
。
な
お
興
味
深
い

の
は
、
易
林
本
節
用
集
の
刊
語
の
中
に
「
誤
」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
(
本
稿
冒
頭
部
分
参
照
)
⑮
も
見
出
せ
な

L 、。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
に
先
に
掲
げ
た
A
の
語
群
が
無
い
こ
と
は
、
見
出
し
語
は
単
一
漢
字
を
原
則
と
し
て

い
る
倭
玉
篇
の
性
質
上
当
然
の
こ
と
な
が
ら
も
、

B
に
つ
い
て
は
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
は
基
本
的
に
中
国
の
辞
書
を
規
範
と
し
て
書
か
れ

て
お
り
、
易
林
本
節
用
集
で
は
、
中
国
辞
書
の
規
範
か
ら
は
は
ず
れ
て
い
て
も
、
中
、
近
世
に
我
が
国
で
通
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
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異
体
字
が
採
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
よ
う
に
思
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
中
固
辞
書
を
規
範
と
し
て
そ
の
修
正
を
求
め
た
客
の
要
請
に
対
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し
て
、
字
形
に
関
す
る
限
り
易
林
は
修
正
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
易
林
の
刊
語
は
そ
の
ま
ま
中
信
夫
に
読
ん
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
考
え
る
。

た
だ
し
、
易
林
の
謙
辞
と
言
わ
れ
て
い
る
部
分
の
解
釈
や
、
易
林
が
漢
字
の
修
正
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
後
に
考
え
る
こ

と
と
し
た
い
。

(
一
一
一
)

注
5

注
6

も
う
少
し
易
林
本
節
用
集
の
漢
字
の
実
態
を
見
る
目
的
で
、
我
が
国
の
『
大
漢
和
辞
典
』
と
、
中
国
の
『
漢
語
大
字
典
』
と
に
見

出
す
こ
と
こ
と
の
出
来
な
い

B
以
外
の
漢
字
を
易
林
本
節
用
集
の
中
か
ら
拾
う
と
、
ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
次
の
よ
う
な
漢
字
が
挙
げ

ら
れ
る
。

C
①
鎚
(
上
け
)

②
早
(
上
付
)

③
蓑
襲
(
上
初
)

④
(
行
)
勝
(
上
付
)

⑤
錦
(
上
附
)

⑥
筒
(
上
削
)

⑦
事
(
上
川
)

⑧
(
瓢
)
騨
(
上
肋
)

フ
タ
ラ
ギ

・
鎚
(
下
付
)
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⑨
薗
(
上
肋
)

⑩
(
草
)
蕪
(
上
肘
)

⑪
(
斜
)
議
(
上
初
〉

⑫
短
(
上
肘
)

⑬
葬
(
上
制
)

⑭
鈴
ゾ
ル
仰
(
上
初
)

⑮
蚊
(
上
肘
)

タ
ウ

ツ
キ

ゲ

⑮
情
(
上
初
)
・
鳴
毛
(
下
制
)

⑫
駒
(
験
)
(
上
耐
)

⑮
撚
(
上
蜘
)

⑮
緯
(
上
町
)

⑮
鱒
(
上
駒
)

⑫
敵
(
上
伽
)

⑫
逼
(
迩
)
(
上
側
〉

⑫
鰍
(
下
伽
)

@
(
夷
)
狙
(
下
財
)

⑮
菖
(
下
町
)
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サ
ピ
ツ
キ

ゲ

・
宿
鳴
毛
(
下
町
)
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こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
を
検
討
し
て
み
る
と
、
①
は
、
『
篇
目
次
第
』
『
文
明
十
一
年
本
節
用
集
』
『
明
応
五
年
本
節
用
集
』
『
鰻
頭
屋
本
節

注
4

7タ
ラ
キ

用
集
』
『
下
学
集
』
『
温
故
知
新
書
』
な
ど
他
辞
書
に
も
見
ら
れ
、

『和
字
正
俗
通
』
の
中
に
も
〔
灘
L

の
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。
②
に
つ
い
て
は
、
小
山
版
易
林
本
節
用
集
で
「
卑
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
「
早
」
の
誤
字
で
あ
ろ
う
。
但
し
「
卑
」

で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
の
B
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
③
は
、
傍
訓
の
「
ロ
」
の
部
分
が
小
山
版
で
「
ビ
」
と
な
っ
て
お
り
、
お

そ
ら
く

「
ハ
マ
ビ
シ
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
「
ハ
マ
ピ
シ
」
は
漢
和
辞
典
や
夢
梅
本
倭
玉
篇
で
は
「
喪
悲
」
と
書
か
れ

注
8

て
い
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
の
『
碑
別
字
』
に
は
「
葉

悲
也
」
と
あ
り
、
我
が
国
の
『
異
体
字
耕
』
に
も
「
悲
同
梨
」
と
あ

る
し
、
『
色
葉
字
類
抄
』
『
尭
空
本
節
用
集
』
『
両
足
院
本
節
用
集
』
『
爾
雅
』
な
ど
に
も
「
蓑
欝
」
の
表
記
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
葱
」
を
「
葉
」
と
害
く
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
④
は
、
小
山
版
易
林
本
節
用
集
に
「
牒
」
と
あ
る
の
で
「
牒
」
が
正
字
で
あ

ろ
う
。
原
刻
易
林
本
節
用
集
で
も
「
ム
」
の
部
で
は
「
行
牒
」
(
上
問
)
と
、
「
牒
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
易
林
本
節

用
集
で
は
藤
H
藤
が
ほ
と
ん
ど
藤
と
警
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
行
書
体
か
ら
の
誤
っ
た
回
帰
と
も
考
え
ら
れ
る
。
⑤
は
、
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「
鈍
」
が
普
通
で
、
「
争
」
と
「
ネ
」
と
が
混
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑥
は
小
山
版
易
林
本
で
は
「
篇
」
と
あ
る
の
で
、
原
刻
本
の正

誤
字
か
と
恩
わ
れ
る
。
⑦
は
、
漢
和
辞
書
類
や
夢
梅
本
倭
玉
篇
で
「
串
」
と
な
っ
て
い
る
文
字
で
あ
る
が
、
『
龍
痛
手
鑑
』
に
は
「
畢

肋
」
と
あ
る
。
⑧
は
、
普
通
「
瓢
箪
」
で
、
原
刻
易
林
本
節
用
集
で
も
「
瓢
箪
蹴
桝
」
と
あ
る
個
所
の
文
字
で
あ
る
。
上
の
「
瓢
」
の

篇
「
票
」
に
合
せ
た
作
字
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
の
通
用
文
字
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
⑨
は
、
易
林
本
節
用
集
で
「
百
部
根
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献
作
」
と
あ
る
も
の
で
、
「
薗
」
は
、
倭
玉
篇
の
一
異
本
『
拾
篇
目
集
』
に
は
「
マ
メ
カ
ラ
」
の
傍
訓
を
付
し
て
載
っ
て
い
る
し
、
『
色

葉
字
類
抄
』
『
爾
雅
』
に
も
見
ら
れ
る
。
⑬
の
「
醇
」
は
、
「
蘇
」
と
書
か
れ
る
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
が
、
『
名
義
抄
』
に
は
「
蘇

窟
」
の
文
字
が
見
え
る
。
こ
の
「
年
」
の
部
分
が
「
牛
」
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
、
誤
字
な
の
か
、
異
体
字
と
し
て
適
用
し
た
の
か
の

判
断
は
容
易
で
な
い
。
⑪
は
夢
梅
本
倭
玉
篇
で
は
「
科
撒
」
と
あ
り
、
漢
和
辞
書
類
で
も
ク
サ
カ
ン
ム
リ
の
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
、

誤
字
の
可
能
性
が
大
き
い
。
⑫
は
、
「
担
」
な
ら
『
碑
別
字
』
に
も
見
出
せ
る
。
「

f」
が
「
車
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
或
い
は
、
直

前
の
「
縮
」
の
イ
ト
へ
ン
に
引
か
れ
た
作
字
か
と
も
思
わ
れ
る
。
⑬
の
「
昇
」
は
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
か
っ
た
。
⑭
の
「
孤
」
は

注
4

「
『
派
』
の
誤
用
」
と
『
字
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
誤
用
が
異
体
字
と
し
て
通
用
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
や
は
り
中
、

近
世
の
適
用
文
字
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
⑮
は
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
に
「
敵
」
と
あ
り
、
易
林
本
節
用
集
の
場
合
も
「
敵
」

の
誤
り
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
⑮
は
、
「
鴇
」
文
は
「
鴇
」
と
書
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
「
年
」
「
午
」
と
の
関
係
は
⑩
の

「
蘇
」
と
似
通
っ
て
い
る
。
(
⑮
は
「
牛
」
で
⑮
は
「
午
」
に
な
っ
て
い
る
が
⑩
で
「
午
」
を
「
牛
」
と
書
い
た
可
能
性
も
あ
る
)
⑪
ほ
、

夢
梅
本
倭
玉
篇
で
「
駒
」
と
な
っ
て
お
り
、
誤
字
か
と
思
わ
れ
る
。
⑬
は
、
易
林
本
節
用
集
に
訟
円
抹
r
L
坪
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

「
挽
」
の
文
字
か
と
思
わ
れ
る
が
見
当
が
つ
か
な
い
。
⑮
は
、
倭
玉
篇
の
一
異
本
『
拾
篇
目
集
』
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
⑫
も
倭
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葉
集
、
考
課
令
、
令
義
解
な
ど
に
見
え
る
が
、
「
景
」
が
「
遁
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
倭
玉
篇
の
一
異
本
『
玉
篇
略
h

の
み
で
あ
る
。

@
も
他
に
見
出
せ
な
い
。
@
は
『
名
義
抄
』
に
見
ら
れ
る
。
@
も
倭
玉
篇
の
一
異
本
『
玉
篇
略
』
に
見
出
し
得
る
。
⑮
は
、
『
同
文
通

注
4行
』
に
「
挿
」
の
異
体
字
と
し
て
載
っ
て
い
る
ほ
か
、
万
葉
集
、
色
葉
字
類
抄
、
名
義
抄
、
古
往
来
も
「
挿
」
の
異
体
字
と
し
て
い

る
。
⑫
は
、
『
和
字
正
俗
通
』
に
「
キ
ギ
」
の
傍
訓
を
付
し
て
載
っ
て
い
る
。
@
は
、
「
王
」
「
玉
」
の
混
同
で
あ
る
が
、
部
首
の
「
王
」

と
「
玉
」
と
が
通
用
す
る
よ
う
に
、
こ
の
橿
窓
口
も
通
用
文
宏
主
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
@
は
、
小
山
版
易
林
本
節
用
集
で

注
4

「
乾
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
「
乾
」
の
誤
り
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
倭
構
正
靴
』
に
よ
る
と
、
「
乾
臨
紘
正
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑩
は
、
「
葦
」
の
文
字
の
「
伊
」
冠
と
「
件
」
冠
の
混
同
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
両
者
の
混
同
は
、
わ
が
国
の
古
典
類
に
特
に
多
い
。

⑪
は
、
『
同
文
通
行
』
に
国
字
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
@
は
、
「
繊
」
か
「
最
」
か
の
異
体
字
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
後
者
な
ら
ば
、

上
下
を
左
右
に
並
べ
替
え
た
作
字
で
、
「
裏
」
と
「
裡
」
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
文
前
者
な
ら
ば
、
『
古
今
異
字
叢
』
に
み
ら
れ

る
「
的
・
的
、
皆
・
皆
」
と
同
様
の
関
係
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

右
の
中
に
は
明
ら
か
に
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、

一
般
の
漢
和
辞
書
に
は
な
く
て
も
異
体
字
と
し
て
そ
の
道
の
書
に
は
載

せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
も
無
い
文
字
で
も
、
わ
が
国
の

っ
。
こ
れ
ら
は
我
が
国
独
自
の
適
用
漢
字
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
我
が
国
独
自
の
通
恩
琴
-
か
新
撰
字
鏡
や
類
豪
名
義
抄
と
い
っ

47一人班

他
の
古
辞
書
類
に
は
載
っ
て
い
る
文
字
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
名
義
抄
、
色
葉
字
類
抄
、
あ
る
い
は
倭
玉
篇
の
異
本
に
は
そ
れ
が
目
立



に
あ
り
、
倭
玉
篇
も
字
鏡
の
流
れ
を
汲
む
位
置
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
倭
玉
篇
に
そ
れ
ら
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る

47一人E

注
9

た
初
期
の
辞
書
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
既
に
、
望
月
郁
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
色
葉
字
類
抄
は
名
義
抄
の
延
長
上

で
あ
ろ
う
。
易
林
本
節
用
集
に
は
、
こ
う
い
っ
た
独
自
の
通
用
漢
字
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
倭
玉
篇
の
よ
う
な
八
読
む
為
〉
の
辞
書

と
は
目
的
を
異
に
す
る
〈
書
く
為
〉
の
辞
書
で
あ
る
節
用
集
に
お
い
て
は
、
適
用
漢
字
の
採
用
も
倭
玉
篇
よ
り
積
極
的
で
あ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
倭
玉
篇
は
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
少
く
と
も
易
林
は
、
中
国
辞
書
に
よ
っ
て
校
合
す
る
必
要

性
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
節
用
集
に
お
い
て
は
、
そ
の
辞
書
の
性
質
上
、
む
し
ろ
必
要
な
し
、
と
み
た
可
能
性
も
あ
る
。
易
林
が

漢
字
の
校
合
、
修
正
を
行
わ
な
か
っ
た
本
当
の
理
由
も
こ
の
辺
り
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
、
刊

語
の
謙
辞
と
言
わ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
易
林
が
漢
字
の
校
合
、
修
正
を
行
わ
な
か
っ
た
釈
明
を
腕
曲
に
表
現
し
た
も
の
と
も

解
釈
で
き
る
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
も
文
C
の
と
こ
ろ
で
見
た
よ
う
に
、
実
際
に
誤
字
と
見
ら
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
も
事
会
穴
で
あ

る
。
更
に
、
易
林
本
節
用
集
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
面
で
均
質
性
を
欠
く
事
柄
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
書
か
れ
た
文
字
自
体
が
か
な

り
不
揃
い
で
、
同
一
人
物
の
刊
語
を
も
ち
な
が
ら
も
夢
梅
本
倭
玉
篇
に
見
る
よ
う
な
、
き
っ
ち
り
と
し
た
文
字
、
字
配
り
が
な
さ
れ
て

注

m

い
な
い
。
そ
の
二
は
、
門
名
の
不
均
質
性
で
、
こ
こ
に
安
田
章
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
文
章
を
引
用
し
て
そ
れ
を
指
摘
す
る
と
、

門
名
は
横
行
に
表
わ
し
、
ハ
部
ま
で
は
門
毎
に
改
行
す
る
が
、
ニ
部
で
行
頭
に
来
る
の
は
「
乾
坤
」
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
必

ず
し
も
改
行
し
な
い
。
門
は
最
多
い
キ
部
に
つ
い
て
言
え
ば
、

人
名

乾
坤

震

E 
人
倫

支
種

気
形

草
木

食
服

数
量

神
砥

名
字

器
財

轟
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の
十
四
で
あ
る
が
、
こ
の
内
、
人
名
門
は
キ
部
の
外
に
エ
・
ユ
・
シ
・
ヱ
部
に
あ
る
だ
け
で
一
般
的
で
な
く
、
「
乾
坤
」
を
「
天
地
」

68 

(
ケ
部
)
、
「
官
位
」
を
「
宮
名
」
(
タ
・
ヰ
部
)
、
「
食
服
」
を

「衣
食
」
(
イ

1
ハ
部
)

「
衣
服
」
(
ク
部
)
「
器
財
」
を
「
財
×

(
玉
偏
に
缶
)
」
(
リ
・
ヲ
部
)
「
一
言
辞
」
を
「
言
語
」
(
イ
j
ハ
部
・
ホ

i
タ
部
お
よ
び
ヰ
部
)
と
し
た
所
が
あ
る
。

易
林
の
手
に
渡
る
前
の
状
態
が
右
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
易
林
が
統
一
し
て
い
な
い
の
は
や
は
り
問
題
で
あ
る
。
そ
の

一
般
に
「
了
」
「
七
」
の
片
仮
名
文
字
は
節
用
集
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少

注
日

な
く
、
夢
梅
本
倭
玉
篇
と
の
比
較
か
ら
、
易
林
が
好
ん
で
用
い
た
字
体
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
了
」
に
関
し
て
は
、
夢
梅
本
倭
玉
篇

ニ
は
傍
訓
片
仮
名
の
「
T
」
「
七
」
の
用
法
の
不
拍
質
性
、

で
は
統
一
の
と
れ
た
用
い
ら
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
易
林
本
節
用
集
で
の
用
い
ら
れ
方
は
、
は
な
は
だ
不
統
一
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
均
質
性
に
欠
け
る
面
を
み
る
と
、
や
は
り
易
林
は
、
こ
の
節
用
集
に
対
し
て
積
極
的
態
度
で
取
り
組
ん
だ
と
は
考
え
に
く

く
な
る
。
そ
れ
が
、
易
林
の
怠
慢
に
よ
る
の
か
、
時
間
的
制
約
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
節
用
集
に
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
を
認
め
な
か
っ

た
の
か
、
そ
の
判
断
は
容
易
で
は
な
い
が
、
唯
、
易
林
が
あ
る
書
物
を
書
写
す
る
場
合
に
疑
問
点
を
言
経
に
質
し
て
い
る
の
に
、
こ
の

節
用
集
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
慶
長
二
年
の
言
経
記
に
は
、
何
等
節
用
集
に
関
す
る
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と

も
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

(
四
)

と
こ
ろ
で
ま
た
、

B
や
C
に
み
て
き
た
よ
う
な
、
中
近
世
の
異
体
字
や
通
用
漢
字
、
あ
る
い
は
新
撰
字
鏡
の
頃
か
ら
の
我
が
国
独
自

の
通
用
漢
字
を
か
な
り
載
せ
て
い
る
の
は
、

〈
書
く
為
〉
の
辞
書
を
意
識
し
て
の
こ
と
と
恩
わ
れ
る
が
、
安
田
章
氏
な
ど
は
、
更
に

注
ロ

(
こ
の
易
林
本
節
用
集
は
)
聯
句
連
歌
の
流
行
に
関
わ
っ
て
い
た
韻
事
の
書
と
し
て
の
目
的
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
安
田
氏
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の
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
も
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

A
の
例
に
掲
げ
た
も
の
は
「
別
都
頓
宣
欝
」
「
分
直
」
「
不
律
」
「
松

蘇
利
」
以
外
は
万
葉
仮
名
に
よ
る
表
記
で
あ
る
。
「
別
都
頓
宣
書
」
は
『
十
五
経
』
に
見
え
る
由
の
注
記
が
あ
り
、
「
分
直
」
「
不
律
」

「
松
蘇
利
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
仮
名
書
」
と
し
て
中
国
資
料
に
同
一
の
語
が
確
認
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
文
明
本
節
用
集
に
も
み

ら
れ
る
の
で
、
文
明
本
が
採
り
入
れ
た
「
仮
名
書
」
を
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
明
本
節
用
集
に
は
、
こ
の
他
に
も
多
く
の

「
仮
名
書
」
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
易
林
本
に
採
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
易
林
本
節
用
集
で
は
「
仮
名
書
」
と
い

う
意
識
よ
り
も
、
表
記
の
多
彩
さ
の
方
が
優
先
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
そ
の
多
彩
さ
の
一
面
を
一
瞥
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
刊
語
の
疑
問
を
解
く
鍵
に
少
し
は
近
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
但
し
、

一
般
的
な
漢
和
辞
典
に
み
ら
れ
る
本
字
・
略
字
・
俗
字
等
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
易
林
本
節
用
集
の
漢

字
の
全
体
像
は
見
え
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
稿
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
注
〉

ー
・
森
本
義
彰

「易
林
本
節
用
集
改
訂
者
易
林
に
就
い
て
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
十
三
巻
第
六
号
)

-
朝
倉
亀
三

「
日
本
古
刻
書
史
」

両
者
と
も
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

て
い
る
が
後
者
の
原
本
は
未
見
で
あ
る
。 節
用
集
二
種
』
所
収
の
原
刻
易
林
本
節
用
集
の
解
説
に
引
用
(
解
説
者
、
安
田
章
氏
)
さ
れ
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2
「
韻
舎
」
は
『
古
今
韻
舎
』
、
「
穂
部
韻
」
は
『
瞳
部
韻
略
』
の
こ
と
を
言
う
。

3
原
則
と
し
て
左
訓
や
語
義
は
省
略
す
る
。
傍
訓
の
片
仮
名
「
丁
」
「
七
」
「
子
」
「
せ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
マ
」
「
サ
」
「
ネ
」
「
セ
」
で
表

わ
す
0

4

『
正
字
通
』
清
摩
文
英
、
摩
輪
競

『
抜
掌
正
俗
字
耕
』
石
野
恒
山
編
寛
政
九
年
序

『
異
体
字
耕
』
中
根
元
圭
編
元
禄
五
年
序

『
古
今
異
字
叢
』
長
梅
外
編
明
治
十
六
年
刊

『
異
韓
両
字
編
』
編
者
不
詳
写
本

『
正
構
録
』
近
藤
西
涯
編
寛
政
三
年
序
写
本

『
正
俗
字
例
』
洛
東
陪
士
編
元
禄
十
二
年
刊

『
別
種
字
類
』
萩
原
巌
編
明
治
四
年
刊

『
和
字
正
俗
通
』
山
本
格
安
編
享
保
十
八
年
序

『
字
嚢
』
明
・
梅
膚
酢
撰
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江
戸
刊

『
措
法
耕
韓
』
小
此
木
観
海
編
明
治
十
四
年
刊

『
同
文
通
考
』
新
井
白
石
著
宝
暦
十
年
刊

『
倭
構
正
靴
』
太
宰
春
ム
ロ
編
宝
暦
三
年
刊

以
上
す
べ
て
、
杉
本
っ
と
む
編
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
』
(
雄
山
間
出
版
)
所
収
の
も
の
に
よ
る
。
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5
但
し
、

「標
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
標
」
だ
と
別
字
に
な
る
か
ら
倭
玉
篇
の
場
合
も
疑
問
が
残
る
。

6
諸
橋
轍
次
著
(
大
修
館
)

7
四
川
辞
書
出
版
社
・
湖
北
辞
書
出
版
社
八
冊
本

な
お
、
こ
の
辞
書
に
つ
い
て
は
内
山
精
也
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。

8
羅
振
謹
(
羅
振
玉
編
)

一
八
八
三
成
立
、

一
八
九
一
刊

9
望
月
郁
子
「
世
尊
寺
本
『
字
鏡
』
の
標
出
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
」
(
静
大
人
文
論
集
四
十
三
号
)
こ
こ
で
言
う
通
用
漢
字
と
は
、

望
月
郁
子
氏
の
い
う
〈
日
本
に
実
在
す
る
字
体
〉
八
日
本
に
お
け
る
あ
り
の
ま
ま
の
漢
字
の
実
態
〉
と
い
う
も
の
に
近
い
。

叩
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

節
用
集
二
種
』
解
説
。

日
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
(
『
国
語
国
文
』
安
田
章
教
授
退
官
記
念

中
世
文
学
・
語
学
特
輯
号
、
平
成
八
年
五
月
、
第
六
十
五
巻
第

五
号
)
に
述
べ
た
。

安安
田田
章章

喜E
の辞

望号

耳清

器喜
重き
望
所
収

「
は
し
が
き
」
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